
（様式２）

配点（標準点） 指定管理者自己評価 市評価

Ⅰ　市民の平等な利用の確保

1 2(1) 2 2

2 2(1) 2 2

4 4 4

Ⅱ　施設の効用の最大限の発揮

3 4(3) 4 4

4 10(6) 9 6

5 4(3) 3 2

6 4(3) 4 4

7 4(3) 4 4

8 4(3) 4 4

9 3(2) 3 3

33 31 27

Ⅲ　管理経費の縮減

10 5(3) 5 5

11 5(3) 3 3

10 8 8

Ⅳ　管理を安定して行う人的、物的能力その他経営上の基盤

12 5(3) 5 3

13 5(3) 3 3

14 5(3) 5 5

15 13 11

新型コロナウイルスと震災の影響に
より収入が予算を下回っていたが、
支出は昨年度に引き続き節電等の経
費削減を行い、予算範囲内での執行
ができた。

小計

ハローワークやコンベンション
ビューローなどとも連携し、また、
情報コーナー活用による情報発信や
地域コミュニティもサポートした。

利用者アンケート
への対応状況

利用者アンケートによる指摘のうち、改善すべき事
項について対応を図っているか。

利用者アンケートによる具体的な指
摘事項はなかったが、問い合わせの
質問等には可能な限り対応をしてい
る。（案内表示、マイク等の貸出）

小計

市、関係機関、類
似施設、地元等と
の連携

市、他の指定管理者、関係機関、類似施設、周辺施
設、地元等との連携を図っているか。
（例：施設間の回遊・相互利用、地元とのタイアッ
プ、積極性　等）

連絡調整

提出書類は期間内に提出した。関係
機関とも適切に連携した。特に修繕
等においては総務を交え十分に連絡
を取り調整を行った。地震や大雨の
際も随時報告を入れている。

人員・研修体制

経験豊富な職員を配置し、保健所職
員によるコロナ対策の研修やカイゼ
ン活動により職員の能力向上を図っ
た。また労働環境として、就労訓練
や旧姓使用の要項を定め、コロナ禍
における休暇の取得についても充実
させた。

一部委託による人員体制の整
備を行ったが、休日・夜間の
体制整備に課題がある。

仕様書や指定管理者申請時の
提案以上の事業実施には至っ
ていない。

苦情・要望の
把握・対応

利用者からの意見、苦情を受けて、迅速に対応でき
ているか。（記録簿整備を含む。）特に重要な事案
については、遅滞なく市へ報告しているか。

苦情・意見は迅速に市に報告すると
共に、記録簿を作成し、職員全員で
共有している。

管理運営方針
市が示している管理運営方針及び仕様書に合致し
た、施設の管理運営がなされているか。

管理運営方針、仕様書に合致した運
営を行い、その中でコロナ対策のガ
イドラインを運用し、拡大予防に努
めた。BCP、施設管理要綱、情報セ
キュリティ要綱を定めるなど仕様を
上回る運営の為努力をした。

広報・ＰＲの実施
利用促進のための取組みを実施しているか。
（例：事業の開催案内、ホームページの管理　等）

ウエブサイトのほかハローワークな
ど関係機関や財団内各施設等を活用
した。またSNSによる広報を行って
いるが、発信数が少ないかったた
め、情報発信を強化する。

事業の開催案内等、SNSの活用
が少なかった。

接客態度
言葉づかい、態度、電話対応、名札、服装等は適切
か。

利用者には、懇切丁寧な対応を心が
け、満足度の向上に努めた。

令和４（2022）年度　指定管理者制度導入施設　管理運営評価結果書

施設名称

施設所在地

平等利用
条例・施行規則に則り平等利用や公
平性が保たれ、減免・免除対象者へ
も適切な対応ができた。

指定期間

評価項目 評価基準 市評価コメント 特記事項自己評価コメント

市民の利用にあたり、公平であるか。（例：使用許
可、使用料等の減免、利用の制限　等）

施設区分

指定管理者

施設所管部課

郡山市労働福祉会館

郡山市虎丸町7番7号

2019年4月1日～2024年3月31日

事業実施型

公益財団法人郡山市文化学び振興公社

産業観光部 産業雇用政策課

事故・災害発生時又は危険予測時の対策・対応が行
われているか。（例：マニュアル整備、訓練等）

人員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。
必要な資格、経験等を有する人員が確保されている
か。職員に対し研修を実施しているか。

収支予算書どおりの収支状況となっているか。

協定書等に従い、市への各種届出、報告、提出、協
議、相談等を適切にしているか。市や地域、関係機
関との連携調整を適切に行っているか。

危機管理、事故・
災害等への対策・
対応

マニュアルの見直しや年2回の訓練
を実施、緊急連絡網を整備するなど
緊急時の対策・対応に努めた。また
BCP、施設管理要綱を定めた。

収支状況

帳簿管理・経理

帳簿等は適正に管理されているか。
契約にあたり、適正な経費算定（積算）が行われた
か。業務委託や修繕について適正な監督、検収が行
われたか。

必要書類は、総務課とのダブル
チェックにより適性に管理してお
り、現金管理も厳重かつ適正であ
る。また監事による監査や会計士に
よる会計指導を受けている。

収入確保、支出の
適正化等、予算の
執行状況

収入確保の取組みを推進しているか。
指定管理料を含め、支出が適正に行われたか。

小計

事業実施状況
計画どおり事業が実施されているか。
サービス向上の取り組みがなされているか。

関係機関と連携して事業を実施。参
加者からも好評を得た。事業実施に
おいてはコロナ対策を十分に行い、
拡大予防に努めた。

小計
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Ⅴ　適切な施設の維持管理

15 10(6) 8 8

16 4(3) 4 4

17 4(3) 4 4

18 2(1) 2 2

19 2(1) 2 0

20 2(1) 2 2

21 2(1) 2 2

26 24 22

Ⅵ　雇用及び地域経済への配慮

22 3(2) 3 3

23 3(2) 2 2

6 5 5

Ⅶ　その他

24 2(1) 2 1

25 2(1) 1 1

26 2(1) 2 2

　

6 5 4

100 90 81

安全の確保

法定点検が確実に行われているか。
施設・設備が適切に利用できるような状態が保持さ
れているか。（修繕を含む。）

法定点検の実施漏れはなく、修繕も
速やか市に報告し実施した。また、
日報等も整備し修繕を要する箇所も
市に報告・提案した。

設定した指標の目標値（施設利用数、貸館稼働率）
を達成しているか。

指定管理業務への
姿勢

積極的な管理運営、市に協力的であるか
地域や民間事業者と円滑な関係を構築しているか

市とはもとより、関係機関、地域と
も良好な関係を構築している。

2022年3月に発生した福島県沖地震
の影響により大ホールが使用できな
い時期があったが、利用件数や稼働
率は目標を達成した。

労働基準法等の労働関係法令、郡山市公契約条例等
の順守がなされているか。
労働条件への配慮は十分か。

計画通りに市内からの職員採用を行っているか。
再委託は計画通り適正に行われているか。
市内事業者への再委託を行っているか。

建物・設備等が安全に利用できるような状態が保持
されているか。

清掃・衛生・美観
維持

利用者が快適に利用できるような状態が保持されて
いるか。市の指定管理施設にふさわしくないチラシ
やパンフレットの陳列、ポスター掲示等はないか。

施設・設備の保守
管理

持ち込み物品等の
管理

定期的な点検と防災意識の向上によ
り、安全確保とリスク管理に努め
た。また、コロナ対策を十分に行
い、ガイドラインをウェブサイトで
公表した。

トイレに花を飾るなど施設の美化に
努めた。また日頃から駐車場含め見
回りを行い、ゴミ拾い等を行い、美
観維持に努めている。

備品台帳との整合が取れ、適切に保
管されている。また、コロナ禍にお
いては、使用後に消毒を行った。

規程及びハンドブックに基づき、事
故防止対策を徹底している。また情
報セキュリティ要綱を定め、対策の
強化も図った。

備品が適切に管理されているか。

持ち込み物品等が適切に管理されているか。
（例：持ち込み物品等管理簿、表示　等）

物品は適正に管理されている。
持ち込み物品等台管理簿が整
備されていない。

雇用・労働条件へ
の配慮

地域経済への配慮

法令等遵守
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告、手続き
等を行っているか。

労働関係法令、郡山市公契約条例等
を遵守し、また、法定を上回る有給
休暇の取得のための環境づくり、そ
の他コロナ休暇など、随時環境改善
を図っている。

地元からの雇用、市内業者への発注
に努めている。

小計

小計

改正に配慮しながら、法令、条例に
基づき点検等を行っている。また労
働環境改善の為感染症法等に基づ
き、コロナ休暇の取り決めを行った
り、安全衛生法に基づき、職員全員
が健康診断の受診もしている。

活動指標

仕様書や指定管理者申請時の
提案以上の事業実施には至っ
ておらず、また、参加者数も
計画値を下回っている。

活動指標の目標値2回に対し、講座
を2回実施し、目標を達成した。

成果指標

　

小計

設定した指標の目標値（提案事業に係る講座実施回
数）を達成しているか。

備品の管理

個人情報保護

合　計　点

個人情報保護に関する規定が整備されているか。
個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じてい
るか。
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令和元（2019）年度

27,704

8,810

118,479

Ａ
台風19号や新型コロナ
ウィルスによる影響が
大きかった。

【一次評価（指定管理者による自己評価）】

点数

【二次評価（市による評価）】

点数

【改善のための行動計画】

評価 評価内容

【次年度に向けて改善を望む点】
・仕様書や指定管理申請時の提案事業以外にも、関係機関と連携した自主事業を開催するなどの取り組みや、マンネリ
化が見受けられる実施事業の創意工夫と収入の確保を期待する。
・SNSを活用した利用促進、事業への参加者を増やすのための取り組みを検討・実施してほしい。
・持ち込み物品については、管理簿の整備や表示等により、適切な管理を求める。

Ａ 81

【総合評価（評価できる点等）】
・新型コロナウイルス感染症拡大や福島県沖地震による一部休館の影響もあったが、感染予防対策を講じた安心安全な
空間を提供しつつ利用促進を図り、利用者数・利用料金収入が前年度を上回った。
・BCPを策定し、防災・減災の事前対策に取り組んでいる。

お客様の声を広く把握できるように、市のアンケートのほか、労働福祉会館独自のアンケートを通年実施している。

X(旧:Twitter)による駐車場空き情報発信のサービスを行っている。また、ウェブサイトに加えてFacebookやLINEを導入し、情報発信をしている。

会議室の配置図や詳細資料を作成し、初めて来館する方や下見に来られた方にお渡しして会場のイメージを掴みやすくした。

評価 評価内容

【次年度に向けて改善が必要な点】
・事業の参加者確保に向けて、ニーズに合った内容づくりや集客・広報の手段を考えながら実行していきたい。
・施設設備の点検や修繕において、日常点検を強化して、お客様が安心安全に利用できる環境づくりに取り組みたい。
・ＳＮＳを利用した情報発信が弱いため、会館の情報やハローワークなどからの就職情報をこまめに発信していきた
い。

Ｓ 90

【総合評価（評価できる点等）】
・昨年に引き続き地震や新型コロナウイルス対応のなか、お客様の要望や安全対策を考えながら真摯に対応したこと
で、利用しやすい会館づくりができたと考える。
・感染症によるキャンセルや変更申請については、お客様の利便性を重視し、迅速かつ懇切丁寧に対応した。
・利用者に福島県沖地震による大ホールの貸館使用の見合わせについて復旧まで大ホールが使用できない事情を伝えな
がら、利用促進に努めた。
・昨今の震災や感染症に対応し、施設の保全や維持、有事の際の業務継続を計画的に行うため、BCP・施設管理要綱を定
めた。
・ワークライフバランスを図るため、積極的に有休を取得するように促した。
・ガイドラインを策定し、消毒や換気、利用人数の制限等を実施・お客様に協力していただき、感染予防対策を講じた
安心安全な空間を提供できた。また、感染者を出さずに運営ができた。
・令和4年度郡山市労働福祉会館の目標達成進捗集計では、利用者数の目標128,300人に対して、実績86,607人であり、
達成率67.5%であった。
・公社として適切な運営を行うため、独自の目標値を定めており、利用件数の目標は3,800件に対して、実績が3,827件
であった。また利用料金の申請時予算額8,446,000円に対して、実績が8,116,552円であった。なお、令和4年度ウェブサ
イトアクセス数は16,393回であった。

8,117 29,659利用料金収入 (千円） 5,780

備　　考
新型コロナウィルスや
地震による影響が大き
かった。

6,952

二次評価
（市の評価） Ａ

サ　ー　ビ　ス　向　上　対　策

利用者数 (人) 55,375 77,046 86,607 139,969

Ａ Ａ
新型コロナウィルスや地
震による影響が大きかっ
た。

27,500

令和２（2020）年度

行動計画
【前年度の指摘事項】
・現在は実施していない自主事業について、市民のニーズを捉えた自主事業の発案・実施を期待する。
・貸館業務において、稼働率向上を目的としたさらなる工夫やPRに努めて欲しい。
・新型コロナ対策を講じながらも、地域団体とのより積極的な交流・連携を模索してほしい。

【改善対応状況】
・新型コロナウイルス対策を引き続き行いつつ、お客様からの意見や要望には速やかに対応できるようにしている。
・雇用を中心とした情報発信を行い、求職者が必要とする情報を提供し、会館の事業でも就職有利なセミナーを開催するなどして就労支援をしている。
・当会館は多くの企業・団体の利用があり、リピーターも増加している傾向である。予約方法の多様化(電話・窓口・インターネット)や明瞭な利用料金の提示、無料での備
品貸出など予約・利用しやすい会館づくりを推進していく。

27,704 110,310

実　　　　　　　　績

令和３（2021）年度 令和４（2022）年度 令和５（2023）年度 合計

27,402指定管理料 (千円)
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市民の平等な利用の確保

施設の効用の最大限の発揮

管理経費の縮減

管理を安定して行う人的、物的能力その他経営上の基盤適切な施設の維持管理

雇用及び地域経済への配慮

その他

指定管理者の自己評価

市の評価

【各評価区分における得点率】


